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＜病棟連絡事項＞
・田中Dr、松田薬局長より。下痢症状の患者様がみられるため、感染対策していくようにしてください。（オムツ交換時エプロン着用、オムツの処理、手洗い手指消毒）

・外国人実習生4名が7月上旬には青仁会に赴任します。寮の準備をしていますが、居室用のカーテンが不足しています。レース・レースでないもの・遮光・なんでもよいです。ぜひ、家に眠っているものがありましたらご寄付をお願いします。連絡は南山苑　小向または東病棟　藤原までお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・笹川　キミヱ様～浮腫軽減し食事も摂れているためグルコン酸Kは中止となる。9日の採血結果にて再度追加するか検討するとの事。

・小湊　聰子様～田中Dr診察し、血糖安定しており低血糖のリスクもある為ランタス注は中止、トラゼンタは継続で良いと指示有り。7日採血あり、結果にて再度インスリン検討するとの事。また、7日は食前3回血糖測定の指示有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行動頻回にて早めに開放観察は終了している。間食後より不穏・興奮状態にて、15：30継続指示のレボトミン(25)1T服用。その後も奇声は続いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事や入浴の際は拘束一時解除し様子観察実施しているが、問題行動は見られない。拘束部位の循環障害はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・立花　一樹様～終日隔離中。活気は無いが、食事や入浴の際も自傷などの問題行動はない。食事は各食1/2程度、終始臥床して過ごしている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・中村　実様～体温38.1-37.4℃で経過。クーリング継続。発語無いも追視あり。泥状便持続しているため本日より経管栄養CZ-Hiへ変更。変更後は水様便がある。

・柳久保　勝範様～徘徊し時折帰宅要求はあるが、切迫した様子や不穏さは無い。

・杤内　象子様～徘徊し頻回に来詰しているが、帰宅要求や不穏さはなく、穏やかな様子。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　日出夫様～穏やかな様子で帰宅要求や不穏さは無い。ホールにて過ごされている。

＜田名部Dr診察情報＞
・小栗　健太郎様～不安時の対処方法について「ベッドに入ると落ち着くことが分かりました。薬にするといい。」と話している。器物破損し、母へ金銭面の負担をかけたことを考え、抑止力になると良いことを説明受けている。臨時薬を同内容継続処方。

・大久保　和子様～盗食については「そんなことはしてません」と言われている。日付や曜日等は「分かりません」と言われている。臨時薬ビーマス配合薬1T2×朝・夕食後追加、他同内容継続。

・濱登　せつ子様～時計をほめられ、「安いのよ」と笑っている。先日のトイレットペーパーを口腔内に入れた行為については覚えていない。臨時薬同内容継続処方。

・中居　ゆり様～「胸が苦しい」「夜うなっている」と話している。本日より夕食後約のニバジール（2）1T徐剤指示あり。

・小澤　和子様～睡眠について「天井高くて眠れないな」と話している。食欲は問題なし。臨時薬は同内容継続。

・袴田　将志様～体重が65㎏台から68㎏台に1日で増減するなどの変化がみられていて、水飲みが多くなっていることが示唆される。臨時薬リボトリール（0.5）2T2×より3T3×へ変更。その他同内容継続。

・安達　貴浩様～今週はエアロビは参加したとの事。1週間の感情コントロール、怒らないことを続けていくよう伝えられる。K.T様については仲良くしていると、N.I様については「相手にしないようにしている」と話している。トラブルとならないよう距離を取っていくように伝えられると了承はしている。

・青木　昭弘様～。「お兄さんが怒ってくるんです」と言われている。両下肢は解除、両上肢の拘束については解除時間をもうけながら継続していく。6月中解除を目標。


＜馬渡Dr診察情報＞
・北村　将基様～希死念慮は否定する。6/4退院。退院指示あり。頓服薬は処方分持たせること。

・宮崎　宏之様～6/3～処方きれ。指示依頼中です。

・笹川　キミヱ様～臨時薬同内容で7日分処方。精神科領域の治療は終えていると判断、内科医へ安静や内科的治療の判断をもらい、良ければ南病棟転出、退院準備開始指示。
田中Drへ診察依頼。6/2　甲状腺採血データ確認してコメントします。その結果で南病棟転出可否判断していく。

・佐々木　理佳様～臨時薬同内容で7日分処方。不穏時の頓服が効きすぎると訴えあり、レボトミン(25)1T→0.5T～1Tとなる。

・松ヶ崎　きみゑ様～臨時薬同内容で7日分処方。薬飲みたくないと言い継続勧められ
ていました。拒薬しないか観察必要です。

・石戸　政隆様～臨時薬アムロジピン(2.5)→(5)へ増量、ガランタミン(8)追加となり、他同内容で7日分処方。

・谷　孝夫様～定期薬同内容で7日分処方。PSWへ介護度・今後の意向確認依頼している。

・岩沢　静枝様～6/3～処方きれ。指示依頼中です。

・山田　梅野様～臨時薬同内容で7日分処方。退院調整早期に進めるように指示。

・小湊　聰子様～臨時薬トラゾドン(50)→(75)へ増量、他同内容で7日分処方。南病棟転出可能。引き続き退院支援進めていく。

・水梨　孝純様～定期薬同内容で7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・福山　キミ様～仙骨部（2×2㎝）・両側大転子部（1×1㎝）に表皮剥離→ゲーベンクリーム＋ガーゼ処置。Ｒｐゲーベンクリーム1本処方

・関橋　長一様～仙骨部、腸骨稜、右踵に表皮剥離→テラマイシン軟膏＋ガーゼ処置。Ｒｐテラマイシン軟膏1本処方

・中村　実様～①仙骨部、②左踵、③右踵特変なし。同前処置。Ｒｐブロメライン軟膏1本処方

・小栗　健太郎様～顔面・頸部に落屑増加。同前処置。

・中野　正子様～仙骨部～臀部表皮剥離治癒。

・宮崎　宏之様～漸次軽快、同前処置。

・青木　昭弘様～皮疹漸次軽快、同前処置。

・若沢　理子様～特変なし、同前処置。

・飯田　修子様～①両足趾間特変なし、同前処置。②右前腕、両下肢に紅斑・痒みあり。デルモゾール軟膏1本処方

・笹川　キミエ様～右眉毛部に表皮剥離（擦過傷）→テラマイシン軟膏＋ガーゼ（テープ）処置。テラマイシン軟膏1本処方

・谷　孝夫様～特変なし、同前処置。

・城前　実様～皮疹漸次軽快、浮腫軽減。同前処置。

・中山　芳雄様～特変なし、円形局面梢軽快か、同前処置。デルモゾールＤＰ軟膏3本処方

・小湊　聰子様～特変なし、同前処置。

・水梨　孝純様～特変なし、同前処置。

＜入院患者様情報＞
日　　時：R4.6.2　12：00　
　氏　　名：森山　鈴子（もりやま　すずこ）様
　生年月日：昭和11年5月29日　86歳
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.（サポート医：深澤Dr.）　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　現在夫と二人で暮らしている。
　R3年頃より物忘れが目立ち始め、水道の止め忘れや火の消し忘れがみられる
　ようになった。最近になり、夜間に覚醒して騒ぐようになり、「夫が二人い
　る」「同じ家がもう一軒ある」等と妄想様の発言をしたり、「人を探してい
　る」と言って外に出ようとしたりするようになった。また夫へ対して杖を振
　り回すこともある。現在赤十字病院の消化器内科へ通院中の為に、同院神経
　内科へ相談したところ、認知症専門医の受診を勧められて当院を紹介される。
　　現在介護保険申請中であり、二次判定の結果待ち（一次判定では要介護2）
　であり、サービス契約も進めていく予定ではあるが、既に本人への対応に夫
　が疲弊してしまっている。また、夫自身も入院予定があるために、自宅での
　生活の継続が困難となっている。鑑別診断も含めた専門治療を目的に、当院
　での入院治療希望され、Ｒ4.6.2東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

